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Abstract: In this study, using measurements of amylase activity value, which indicates the stress to the human in the 
daily life, the forest therapy function is analyzed an investigated. The amylase measurements value can be standardized 
by measuring a normal value. It became clear that the stress to the human is different from the city environmental 
element. This amylase activity value can be used to the city environmental evaluation. 










































































































































被験者 A B C D E F G H I J K L M
平均 66.63 59.27 31.58 39.40 54.33 27.42 41.67 113.33 81.56 32.10 164.80 76.00 56.58
最大 87 79 49 48 67 36 51 143 93 41 202 89 63
最小 51 40 21 32 40 20 31 81 66 22 137 65 52
標準偏差 12.08 12.08 9.06 5.64 8.45 4.80 7.42 19.86 8.79 6.33 24.36 7.17 4.25
変動係数 0.18 0.20 0.29 0.14 0.16 0.17 0.18 0.18 0.11 0.20 0.15 0.09 0.08
    図４ 平常時のアミラーゼ値平均     図５ 平常時のアミラーゼ値の標準偏差



































































地点① 地点② 地点③ 地点④ 地点⑤ 地点⑥
地点①
地点② 0.76      
地点③ 0.43 0.52     
地点④ 0.62 0.59 0.47    
地点⑤ 0.65 0.66 0.48 0.48   
地点⑥ 0.85 0.70 0.40 0.78 0.74  
森林セラピー機能のアミラーゼ活性値による効果の検証
 アミラーゼ測定値は、平常値を測定しておくこと
で標準化することが可能で、個人の差をある程度補
正して分析することが可能である。次に、調査地点
ごとでアミラーゼ測定値は異なっており、都市の環
境要素により、人間に与えるストレスが変化するこ
とが明らかとなった。また、今回の６つの測定地点
のうち、最も高いアミラーゼ測定値（ストレスが高
い）を示したのは「交差点の歩道橋のたもと」であ
った。騒音やほこり、排気ガスなどが被験者に強い
ストレスになったと考えられる。最後に、被験者の
各地点でのアミラーゼ計測値パターンはある程度類
似していた。異なっていたのは、よく茂った暗い緑
地であり、都市の中で人工的要素が低い地点であっ
た。自然的要素に対して、ストレスを感じる被験者
と感じない被験者がいることが明らかとなった。
 以上の結論から、都市環境評価にアミラーゼ測定
値を活用することは意味があるといえるが、まだ、
個人差も大きくこれらのデータ分析手法には改良の
余地がある。
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図７ 調査地点全体の被験者別ヒストグラム
